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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年1月5日(2012.1.5)

【公開番号】特開2010-42998(P2010-42998A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2009-265305(P2009-265305)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/247    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/247   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   4/00    　　　　
   Ｃ０３Ｂ  11/00    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   1/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フツリン酸塩ガラスであって、３０ｄＰａ・ｓの粘度を示す温度が７００℃以下である
ことを特徴とする光学ガラス。
【請求項２】
　１～３０カチオン％のＬｉ＋を含む、請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項３】
　精密プレス成形に用いられる、請求項１または２に記載の光学ガラス。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の光学ガラスからなることを特徴とするプレス成形用プ
リフォーム。
【請求項５】
　ガラス転移温度が４５０℃以下のフツリン酸塩光学ガラスからなり、精密プレス成形に
供されることを特徴とするプレス成形用プリフォーム。
【請求項６】
　全表面が熔融状態のガラスを固化して形成された面である、請求項４または５に記載の
プレス成形用プリフォーム。
【請求項７】
　パイプから熔融ガラスを流出して、所望重量の熔融ガラス塊を分離し、該ガラス塊をガ
ラスが冷却する過程で請求項４～６のいずれか１項に記載のプリフォームに成形すること
を特徴とするプレス成形用プリフォームの製造方法。
【請求項８】
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　前記プリフォームの成形後、プリフォーム表面をエッチングにより除去する、請求項７
に記載のプレス成形用プリフォームの製造方法。
【請求項９】
　前記プリフォームの成形後、プリフォーム表面を研磨加工により除去する、請求項７に
記載のプレス成形用プリフォームの製造方法。
【請求項１０】
　熔融ガラスを成形してガラス成形体を作製し、該ガラス成形体を機械加工して請求項４
または５に記載のプリフォームを作製することを特徴とするプレス成形用プリフォームの
製造方法。
【請求項１１】
　請求項１～３のいずれかに記載の光学ガラスからなることを特徴とする光学素子。
【請求項１２】
　請求項４～６のいずれかに記載のプリフォームまたは請求項７～１０のいずれかに記載
の方法により作製したプリフォームを加熱し、精密プレス成形することを特徴とする光学
素子の製造方法。
【請求項１３】
　プレス成形型に前記プリフォームを導入し、前記プレス成形型とプリフォームを一緒に
加熱し、精密プレス成形する、請求項１２に記載の光学素子の製造方法。
【請求項１４】
　予熱したプレス成形型に、加熱したプリフォームを導入して精密プレス成形する、請求
項１２に記載の光学素子の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成する本発明は、
（１）フツリン酸塩ガラスであって、３０ｄＰａ・ｓの粘度を示す温度が７００℃以下で
あることを特徴とする光学ガラス、
（２）１～３０カチオン％のＬｉ＋を含む、上記（１）に記載の光学ガラス。
（３）精密プレス成形に用いられる、上記（１）または（２）に記載の光学ガラス、
（４）上記（１）～（３）のいずれかに記載の光学ガラスからなることを特徴とするプレ
ス成形用プリフォーム、
（５）ガラス転移温度が４５０℃以下のフツリン酸塩光学ガラスからなり、精密プレス成
形に供されることを特徴とするプレス成形用プリフォーム、
（６）全表面が熔融状態のガラスを固化して形成された面である、上記（４）または（５
）に記載のプレス成形用プリフォーム、
（７）パイプから熔融ガラスを流出して、所望重量の熔融ガラス塊を分離し、該ガラス塊
をガラスが冷却する過程で上記（４）～（６）のいずれか１項に記載のプリフォームに成
形することを特徴とするプレス成形用プリフォームの製造方法、
（８）前記プリフォームの成形後、プリフォーム表面をエッチングにより除去する、上記
（７）に記載のプレス成形用プリフォームの製造方法、
（９） 前記プリフォームの成形後、プリフォーム表面を研磨加工により除去する、上記
（７）に記載のプレス成形用プリフォームの製造方法、
（１０）熔融ガラスを成形してガラス成形体を作製し、該ガラス成形体を機械加工して上
記（４）または（５）に記載のプリフォームを作製することを特徴とするプレス成形用プ
リフォームの製造方法、
（１１）上記（１）～（３）のいずれかに記載の光学ガラスからなることを特徴とする光
学素子、
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（１２）上記（４）～（６）のいずれかに記載のプリフォームまたは上記（７）～（１０
）のいずれかに記載の方法により作製したプリフォームを加熱し、精密プレス成形するこ
とを特徴とする光学素子の製造方法、
（１３）プレス成形型に前記プリフォームを導入し、前記プレス成形型とプリフォームを
一緒に加熱し、精密プレス成形する、上記（１２）に記載の光学素子の製造方法、および
（１４）予熱したプレス成形型に、加熱したプリフォームを導入して精密プレス成形する
、上記（１２）に記載の光学素子の製造方法、
からなるものである。
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